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授業の理解度
Q 学校の授業をどのくらい理解していますか（わかっていますか）。

第４回学習
基本調査
（2006）

小５
東京２３区

四国県庁所在地
東北郡部
２７２６名

中２
東京２３区

四国県庁所在地
東北郡部
２３７１名

高２
都内

東北、四国、九州
の都市部、郡部
４４６４名
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平日の平均家庭学習時間
（成績の自己評価別・偏差値帯別）

第４回学習
基本調査
（2006）
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学習上の悩み
第４回学習
基本調査
（2006）
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指導上の課題（高校）

第５回学習指導
基本調査
（2010）



20

新教育課
程調査
（2011）
全国公立小
校長、教員
校長２４５名
教員８６８名

保護者
インターネット
調査

１２４０人×
６学年
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新教育課
程調査
（2011）
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新教育課
程調査
（2011）
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新教育課
程調査
（2011）
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第４回子育
て生活基本
調査（2011）

首都圏
小１～中３の子ど
もを持つ保護者
７５１９名
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第４回子育
て生活基本
調査（2011）
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第４回子育
て生活基本
調査（2011）
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社会観

第４回学習
基本調査
（2006）
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（１）
将来
につ
いて
半数
以上
が
「将
来の
ため
にが
まん
する
よりも
今を
楽し
みた
い」
「自
分は
将来、
幸せ
にな
れる
と思
う」
「これ
から
の世
の中
を良
くす
るた
めに
がん
ばり
たい」
など、
将来
への
希望
や夢
を
持っ
てい
る子
ども
の比
率は、
小学
生の
ほう
が高
く、学
校段
階が
上が
るに
つれ
て低
下す
る。ま
た、ど
の学
校段
階で
も、半
数以
上の
子ど
もが、
「将
来の
ため
にが
まん
する
よりも
今を
楽し
みた
い」と
考え
てい
る。
Ｑ．あ
なた
自身
につ
いて、
次の
こと
はど
れくら
いあ
ては
まり
ます
か。

注 「とてもあてはまる」＋「わりとあてはまる」の％。

将来について

Ｑ．あなた自身について、次のことはどれくらいあてはまりますか。

放課後
生活時間
（2008）

全国小５～高２
８０１７名
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なりたい職業の有無
なりたい職業が「ある」子どもが減少している。

Ｑ．あなたには、将来なりたい職業はありますか。

第２回子ども
生活実態調査
（2009）

全国大都市、中都市、
郡部の学校通し
小４～高２

小学生３５６１名
中学生３９１７名
高校生６３１９名
計１３７９７名
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将来像
「世界で活躍している」「有名になっている」よりも、

身近で現実的な将来を描いている。
Ｑ．あなたが40歳くらいになったとき、次のようなことをしていると思いますか。

図6‐1：将来像（学校段階別）

第２回子ども
生活実態調査
（2009）
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（日本社会について

Ｑ．これからの日本社会が、良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

第２回子ども
生活実態調査
（2009）
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まとめと課題
1. ５－４制は「どちらともいえない」が多かった。

2. 小中一貫校は、「反対」より「賛成」が多かったが、保護者や一般教員の
約半数は意見を明確にしていなかった。

3. 教科担任制は、「賛成」が多かった。

4. 何らかの小中連携を行っている学校は２～３割程度（２０１０年）。

5. 教員の多忙感は増しているが、仕事への満足度は高まっている。

6. 学力は改善傾向にある。

7. 学力格差、学習意欲の低下が、高校段階で顕著である。

8. 小中学校段階でも、学力格差の拡大が懸念される。

9. 学力格差と経済格差の連鎖が懸念される。

10. 親の関与が増している。

11. 保護者の学校への満足度は向上している。

12. 子どもの社会観に悲観的な傾向がある。

これらの課題に、小中連携、一貫教育がどのように機能するか。
期待する子どもの変容を可視化するための指標をつくり、改善
のためのＰＤＣＡサイクルができないか。「生きる力」の指標化？
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